
 報告対象期間・範囲    

•  対象期間　2024年4月～2025年3月 

（一部、対象期間外の情報を含む） 
•  対象範囲　原則として、DBJと主要なグループ会社12社
について報告 

•  発行時期　2025年9月 

参考にしたガイドライン等    

•  国際統合報告評議会（IIRC）国際統合報告フレームワーク 

（現在のIFRS財団が提示するフレームワーク） 
•  価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス 

決算に関する詳細情報     

　2024年度決算の詳細については有価証券報告書をご
参照ください。 
https://www.dbj.jp/ir/financial/report.html 

 

サステナビリティ関連情報     

　より幅広い情報を入手したい方は、Webサイトをご参照く
ださい。 
https://www.dbj.jp/sustainability/  

 

ディスクレーマー／免責事項     

　本統合報告書には、将来予測に関する記述が含まれてい
ます。こうした記述は、本統合報告書作成時点における入
手可能な情報及び不確実な要因にかかる仮定ないし判断
を前提としており、諸条件の変化によって、実際の結果と大
きく異なる可能性があります。

本統合報告書のKeywords 

編集方針   
　DBJグループは、事業内容や持続的な価値創造に向けた取組をステークホルダーの皆様にご説明する
ことを目的に、2017年以降統合報告書を発行しています。
　統合報告書2025では、特色ある「投融資一体」のビジネスモデルを追求している姿や、多様な「ステー
クホルダーとの連携・協働」のもと、 「グループ一体」で「経済価値と社会価値の両立」を目指している姿
を、一層お伝えできるよう、全体構成や個別ページの見直しを行いました。あわせて、「挑戦」・「誠実」とい
うDBJグループの価値観を、統合報告書全編を通じてしっかりとお伝えできるよう工夫を施しました。
　なお、DBJの法定業務のうち、特定投資業務について投資決定期限が2025年度末から2030年度末
に延長されることなどを定めた法改正が2025年5月に行われた点も織り込んでいます。
　また、本統合報告書における記載内容については、経営会議において決定しています。
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